
現
在
、
一
般
に
準
拠
さ
れ
て
い
る
『
傷
寒
論
」
、
「
金
置
要
略
』

の
な
か
で
、
散
剤
の
計
量
単
位
と
し
て
「
銭
七
」
と
い
う
名
称
が

屡
々
現
れ
て
く
る
。
例
え
ば
、
「
傷
寒
論
』
大
陥
胸
丸
の
項
で
「
別

二
甘
遂
ヲ
搗
イ
テ
末
ト
シ
一
銭
上
」
と
か
、
『
金
置
要
略
」
の
麻
黄

杏
仁
蒼
政
仁
甘
草
湯
の
項
に
、
「
毎
服
四
銭
こ
」
と
い
っ
た
風
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
古
代
の
医
師
が
散
剤
を
計
量
す
る
場
合
、
そ
の

単
位
と
し
て
方
寸
上
、
刀
圭
、
撮
、
勺
、
合
、
銭
上
な
ど
が
、
常

用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
単
位
は
、
す
べ
て
取
薬
の
器
具
や
方

法
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
銭
五
七
」
と
い
う
単

位
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
以
下
そ
れ
に
つ

い
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

さ
て
、
『
本
草
経
集
注
・
序
録
」
に
は
「
銭
五
七
」
と
は
「
五
銑

銭
の
表
面
に
刻
ま
れ
た
五
の
字
を
お
お
う
量
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
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「
銭
七
」
は
「
銭
上
」
の
説

ｊｌ～

○
隷
引

秀

ｊ２

櫛
・
岡
川

研
吉

る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
で
銭
と
五
の
関
係
は
、
理
解
で
き
る
が
、

「
銭
」
も
「
七
」
い
ず
れ
も
薬
物
を
取
る
工
具
で
あ
り
、
こ
の
両

者
を
結
び
つ
け
る
も
の
は
な
い
。
こ
れ
は
、
ど
う
し
た
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
論
点
が
二
つ
あ
る
。

１
「
上
」
は
「
上
」
の
間
違
い
で
あ
る

最
も
早
く
、
こ
の
「
銭
五
七
」
の
問
題
を
取
上
げ
た
の
は
江
戸

後
期
の
著
名
な
医
学
者
で
あ
り
、
考
証
学
者
で
も
あ
っ
た
森
立
之

で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
著
作
『
枳
園
叢
考
』
の
な
か
で
「
銭
五
上

考
」
を
記
し
て
お
り
、
『
傷
寒
論
考
注
』
「
金
眉
要
略
考
注
』
の
な

か
で
も
同
様
な
考
証
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
〃
考
証
学
の
第

一
人
者
″
と
し
て
た
た
え
ら
れ
て
い
る
森
立
之
は
、
す
で
に
完
全

と
い
っ
て
も
良
い
ほ
ど
く
わ
し
く
〃
銭
上
〃
が
訓
っ
て
〃
銭
上
〃

と
な
っ
た
過
程
を
考
証
し
て
お
り
、
そ
の
功
は
没
す
可
か
ら
ざ
る

も
の
が
あ
る
。
だ
が
惜
し
む
ら
く
は
そ
の
引
用
文
献
と
し
た
「
医

心
方
」
「
頓
医
抄
」
な
ど
中
国
に
お
け
る
伝
本
は
疑
信
参
半
の
も
の

が
多
く
、
か
く
し
て
、
こ
の
百
年
あ
ま
り
中
国
の
学
者
に
は
関
心

を
払
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
す
て
お
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
、

こ
こ
で
、
森
立
之
が
引
用
で
き
な
か
っ
た
珍
本
も
並
べ
て
紹
介
し
、

森
氏
の
未
詳
の
部
分
を
補
い
た
い
と
思
う
。
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Ａ
敦
煙
出
土
医
書
の
残
簡

①
大
英
図
書
館
蔵
Ｓ
四
四
三
三
号
「
凡
方
銭
五
上
以
大
銭
五
上

以
大
銭
抄
取
一
辺
若
云
半
銭
即
是
両
上
乃
全
以
柄
抄
之
並
用
五
銑

也
」
上
記
は
医
方
の
残
簡
だ
が
、
主
と
し
て
房
中
方
を
記
載
し
た

も
の
で
あ
る
。
「
銭
五
上
」
と
い
う
語
句
は
二
回
も
現
れ
て
く
る
し

筆
跡
も
非
常
に
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。

②
国
立
フ
ラ
ン
ス
図
書
館
蔵
ｐ
二
六
六
二
号

．
熱
病
六
七
日
結
心
黄
気
急
口
乾
渇
大
便
赤
便
赤
熱
宜
服
瓜

帯
三
七
枚
赤
小
豆
二
七
枚
黍
米
二
七
枚
石
搗
飾
為
散
温
水
服
一
銭

上
当
吐
黄
」

Ｂ
『
千
金
方
」
（
ｕ
本
天
正
二
年
、
一
五
七
四
年
抄
本
）

「
用
薬
篇
…
銭
五
上
ト
ハ
、
イ
マ
五
銑
銭
ノ
五
字
ヲ
辺
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
、
コ
レ
ヲ
抄
テ
マ
タ
、
落
チ
ザ
ル
ヲ
度
ト
ナ
ス
」
と
あ
る
。

２
銭
五
上
の
変
化
過
程

〃
銭
五
上
〃
を
散
剤
の
計
量
単
位
と
し
て
用
い
て
か
ら
の
変
化
過

程
は
お
お
よ
そ
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
医
家
、
梶
原
性
全
の
著
し
た
『
頓
医
抄
」
の
巻
四

九
に
は
『
本
草
」
を
引
い
て
、
〃
銭
五
上
″
と
記
し
て
い
る
。
『
頓

医
抄
」
は
常
に
『
新
修
本
草
」
よ
り
引
い
て
い
る
の
で
『
新
修
本

草
』
（
六
五
九
年
）
の
時
代
に
は
「
銭
五
上
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
理
解
で
き
る
。

以
上
、
そ
の
概
括
を
述
べ
た
が
、
本
文
に
つ
い
て
は
北
里
東
洋

医
学
研
究
所
小
曽
戸
先
生
な
ら
び
に
真
柳
誠
先
生
の
御
指
導
を
受

け
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
深
い
感
謝
を
表
明
す
る
次
第
で
あ

る
。

（
〃
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
研
究
員
）

（
〃
町
田
市
・
岡
田
医
院
）

銭
五
上

、
辿
銭
五
七
－
↓
五
銭
七

。
銭
上
ｌ
↓
銭
上
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